





















平成21年度 保育内容の研究・表現Ⅰ（音楽表現） 1 単位
保育内容の研究・表現Ⅱ（身体表現） 2 単位
保育内容の研究・表現Ⅲ（総合） 2 単位
平成22年度 保育内容の研究・表現Ⅰ（音楽表現） 1 単位
保育内容の研究・表現Ⅱ（身体表現） 2 単位
保育内容の研究・表現Ⅲ（総合） 2 単位
平成23年度 保育内容の研究・表現Ⅰ（音楽表現） 1 単位
保育内容の研究・表現Ⅱ（身体表現） 2 単位
平成24年度 保育内容（表現） 2 単位 教育学部教育学科開設
平成25年度 保育内容（表現） 2 単位
平成26年度 保育内容（表現） 2 単位
平成27年度 保育内容（表現） 2 単位


































































　 2 ） 表現することは、体を動かしたりするだけだと思っていました。表現と言ったら、体育の創作ダン
スだと受講前は思ってました。
























　 7 ） 受講する前では、音楽を弾くことはできるけれど、それを「体を使って表現する」と言われると難
しく感じ、また、人の前で体を動かすことは恥ずかしく、できればやりたくないなあと考えてまし
た。
　 8 ） 表現は、普段自分たちがしている音楽と同じことだと思っていた。表現も楽器を使って、先生に言
われた何かを表現することだと思った。









　 1 ） 受講し終えてからは、子ども自身が自分の好きなように表現するだけでなく、自由の表現できるよ
うな環境を保育者が作ってあげるということも大切なことだと思いました。また、音で表現するだ
けでも音の速さが、高さでたくさんの表現の仕方があるんだと知ることができました。







































　 9 ） この授業を受講したことによって、人の前で発表するということが前ほど恥ずかしくなくなった。
実際に音やリズムに合わせていろんなことを表現することは頭を使い、創造力や発想力が必要だと
気付いた。これを子どもたちにやらせると、子どもだからこそ思い浮かぶ面白い表現が生まれるん
じゃないかと思い、少しわくわくする。グループで発表するには、体が必要なので、運動機能の発
達にもなる。「表現」が「領域」の一つに入っている意味が分かった。
　10） 表現を受講して、表現することの大切さを学びました。楽しい音楽表現で、リトミックの歴史や子
どもの発達段階について学び、後半の講義では、実際にリトミック室で、グループに分かれて、発
表し合いながら、表現の奥深さを知ることができました。発表を通して、協調性やチームワーク、
自分の意見を述べたり、相手の意見を聞いて、こんな考えもあるのかと受け入れられること、互い
の意見を出し合い、自分とは別の意見があることを知ること、発想力や創造性など多くのことを学
ぶことが出来るということが分かりました。したがって、表現は、様々なことを学ぶことのできる
最高な機会のため、表現することは大切であるという考えを持つようになりました。
（3）自由記述から見えてくるもの
　（1）では、「子どもの表現」についての考えを尋ねたが、上記した学生の回答は、すべて、「保育内容
（表現）」を受講する前の授業に関するイメージを述べていた。学生にとっては、「表現」という言葉が、
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直接、授業名に結びついてしまっているようである。
　（2）の授業後の考えについてであるが、 8 ）の「表現は、幼稚園や保育園でよく使われると思うし」は、
表現を技術としてとらえているのではないかと、気になる。今後の課題を示してくれた記述である。授業
回数の前半では、個人の細かい表現活動を学生に課した。それに関する記述は少ないが、戸惑いを感じた
り、自分の発想の硬さに気づいたりしたようだ。授業回数の後半は、グループによる表現活動を多く行っ
た。やはり、その活動に多くのこと感じたようで、それに関する記述が多い。自分とは違う発想や表現に
触れて、グループ活動の中で、多くの学びを得た様子が伺える。
5.今後の課題
　学生に課したグループ発表は、回を重ねるごとに、独創性も感性も豊かになり、すべての表現が囚われ
から解放され生き生きとしてきた。自分の発表だけでなく、他の学生の発表を見る目、感じる心も育って
きた。また、学生に課した「評価」の「褒める」と「アドバイス」の内容も適切さが増してきた。このよ
うなことから、まだまだ、足らないところ、工夫の余地は多くあるが、15回授業で単一教員による「保育
内容（表現）」の授業の中で、「表現の多面性」「表現する喜び」「何気ないところに光るものがある」を学
生がある程度実感できたという点では、この試みの方向は間違ってはいなかったという感がある。今後は、
シラバスの授業内容を精査し、より充実した内容かつ効率的な授業展開ができるようにしていきたい。
　「子どもの表現活動の発達」を学生に理解させることも、「保育内容（表現）」の大きな柱の一つである。
しかし、学生の記述にそのことに関することがほとんどない。学生の言動を見ていても、「子どもの表現
活動の発達」を充分理解できているとは、とても言えない。上記のように、学生の感性を豊かにする点で
は、「実感」から得ることができたようである。やはり、「実感」できることは、理解が進む。「子どもの
表現活動の発達」をいかに実感してもらうか。これが、今後の大きな課題である。
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子どもの表現を育む保育者養成
